
平城宮と平城京の調査

興福寺中門 (指¥297次部J1t)

!l'I!初手iーによる 「境内監{結構想」にもとづき、今

年度から主要堂宇:地区の中金賞、 'I"I"J'IITII.郎、
前大門およびその朋辺地区を継続部l査すること
とな っ た 。 ~} I ゴlõ ).火は中 I"J 全滅と京j1_1jに取り付

くff:iil自l巨l仰を対象とした。本文50頁参照 (撮影/

佃幹縫)

第一次大極殿887200(首:295次弘1B'f.)
lp:城宮第一次大値段のil:tWtは奈良l時代後半の大
規模な猿j也造成などにより、i!J:;出土はほぼ完全

に自1J4'ーされ、 id下部の地i耳石1H.跡を残すのみで
ある。 しかしこのわずかな痕跡が、建物の復原

考祭にと って電製な情報を与えてくれるのであ

る。本文4頁参照(ll!影/牛嶋茂)

俗文研 ~I' tu 1999-1日



馬寮東方地区8818000(第298次調資)

過去の淵査で存在が想定されていた布llTI 1l を j~， う大観似な礎石建物を湖

資した。これによってこのー図は東西対称に配i立する建物砕を持つ施設
であることが切らかになった。記録にあらわれる 「凶池宮Jが有力な候
補となる。本文24頁参照 (鑓影/佃幹雄)

務文研 !loflV1999-[[)

西隆寺出土銀製宇野先金具

(自1'5299次調資)

対楽花文をあしらった小

さな金J'¥-である。材質は
純銀にちかい。そのm途
については、装身具、刀

裟Hなどさまざまな可能
性があるが決め手はない。

いずれにしても人々の日

を終かせ、 身分の差を認

殺させるものであったろ

う。本文58頁参照 (1面影/

佃幹雄)

木樋調査状況 (m296次調査)

調11かく区部された宮内の施設に

おいて、消水を ~jj ぐための排水

施設は不可欠なものであった。

第一次大樹殿院の築地図版をく

ぐりぬけるこれらの水樋も効来

的な機能を栄たしていたのであ

ろう 。本文17頁参照 UIl影/個

お縫)

衆院地区総柱建物8817800 (~292次綱査)

東i淀商辺部に大鋭綴な総柱建物の平f.:(fをl列らかにした。関係資
料の検討からこの建物はIY~~をwることを |司的とした「後附宮

殿」と 11千ぶにふさわしい。眺めはどんなものであったろうか。

本文36頁参照 (鎚影/牛陪茂)
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